
Ｓａｂｌｅ－２０５０ 付属 3Axis-case Steping Motor Driver の不具合について 

（Ｍａｃｈ３ 接続の場合） 

 
反転信号用フォトカプラ―の応答遅延により、特定方向への１回の反転により１ステップの移動誤

差を引き起こす現象が確認できましたので、内容を紹介いたします。 
この現象は、Ｘ、Ｙ、Ｚ すべての軸でおきる可能性が有ります。 
（私の場合ＹとＺで発生いたしましたが、Ｘ軸についてもタイミング的に安全とは言えません。） 
 
①下図がＴＢ６５６０のＣＬＫとＣＷ／ＣＣＷ信号です。（上ＣＬＫ 下ＣＷ／ＣＣＷ） 
 実際のクロックパルスは反転用の信号なのですが、正転側にかかってしまっています。 
 原因はＣＷ／ＣＣＷの遅延により起き１回の正転から反転に変わる瞬間に一度起きます。 
 これはＭａｃｈ３のモーターコントロールの加速度でいくら遅くしても、正転から反転時の信号

の始まりは、同じタイミングの為、やはり同じように正転側が１パルス多くなり、反転側が１パ

ルス少なくなります。 
 

 
 
 
ＬｏからＨｉに変わる時のディ

レイは容認できる範囲ではない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＨｉからＬｏは問題有りません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



フォトカプラ―のＬＥＤ側とトランジスタ側の波形（Up-LED Down-Tr） 
 
 
ＣＷ／ＣＣＷの信号遅延は５０

μＳ程度と判断できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＨｉからＬｏは問題有りません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
ＣＬＫ信号のＬＥＤ、トランジ

スタ側の波形です。 
ＣＷ／ＣＣＷ側のフォトカプラ

に比べるとかなり応答速度の良

い品種を使っています。 
ＣＷ／ＣＣＷ側にも同じものを

使用してくれれば、今回のよう

なトラブルは起きないのですが。 
 
 
 
 



オリジナル使用フォトカプラは下記となります。 
ＣＷ／ＣＣＷ側フォトカプラ ＥＬ８１７（EVERLIGHT ELETCRONICS CO., LTD） 
ＣＬＫ側フォトカプラ ４Ｎ２５（Vishay Semiconductors） 
 
Ｘ，Ｙ，Ｚのタイミング改善用として、ＥＬ８１７を東芝ＴＬＰ５２１に変更いたしました。 
 
正転から反転に変わるタイミング（下側）にＣＬＫが乗ってるようなタイミングになりました。 
厳密には、ＴＢ６５６０のＣＷ／ＣＣＷのスレシホールドは２Ｖ程度の為、反転状態になり２μＳ

後にＣＬＫパルスが、入力されている状態です。 
タイミング的には結構厳しいですが、正常に動作するようになりました。 
３軸すべて交換いたしましたが、特性は安定しているようです。 
オリジナルでは約５０μＳのＴＯＮディレイが有りましたが、交換後は２５μＳ程度ですので、デ

ィレイが半分に減少しています。 
（反転に変わってから２μＳ後にクロックが入力されています） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
フォトカプラの接続は下図のようになっておりますが、４，７Ｋを３Ｋ程度に変えると、さらに５

μＳほど改善されますが、経年変化でＣＴＲ値が低下するとトランジスタに流れる電流が少なくる

為、Ｌｏ電圧を確保できなくなる可能性が有り、正常に動作しているのなら現状を変えない方が無

難です。 
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まとめ 
 
ＥＬ８１７は１２個使用されていますが、タイミング的に厳しいのは、ＣＷ／ＣＣＷ信号となりま

す。 
ＹとＺ用は、５０μＳのディレイでタイミングが間に合ってません、Ｘ用は２７μＳ位でぎりぎり

状態です。 
使用部品の不具合も３個とも危険領域では、部品の不具合ではなく設計の不具合又は、適合機種の

不具合ではないでしょうか。（少なくてもＭａｃｈ３対応とは言えない機種） 
このコントローラーを使用するとＳａｂｌｅ－２０１５以外でも発生いたします。 
 
はっきりした機種名や、バージョンがわからない為、テストデータで動作を確認する必要が有りそ

うです。 
 
ＣＮＣでライン数の大きなデータを切削した後、基準点がずれていたら脱調か、今回説明の不具合

の可能性が有ります。 
（Ｍａｃｈ３の試用状態では、大きなデータを扱えない為、はっきり現象が確認できません。） 
 
プリント基板等の切削を行うと、基準点ずれが確認でき、パターンもずれる為、発覚る場合が多い

ですが、直角のみで構成されたデータだと、ライン数が増えない為、現象が確認できない場合もあ

ります。 
 
以上 


